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──周作クラブ会報　67 号──

◆
遠
藤
周
作
の
新
刊
本

　
﹃
ル
ー
ア
ン
の
丘
﹄︵
新
装
版
︶

Ｐ
Ｈ
Ｐ　

７
月
22
日
発
売

定
価
１
３
０
０
円
＋
税

　

遠
藤
周
作
に
小
説
家
へ
の
道
を
決
意
さ
せ

た
の
は
20
代
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
。
そ
の
折
の

旅
行
記
が
本
書
収
録
の
「
赤
ゲ
ッ
ト
の
仏
蘭

西
旅
行
」
で
、
こ
こ
に
は
ま
だ
若
く
み
ず
み

ず
し
い
感
性
が
ほ
と
ば
し
り
ま
す
。
留
学
の

最
後
で
知
り
あ
う
フ
ラ
ン
ス
人
女
子
学
生
と

の
日
々
を
し
る
し
た
日
記
と
共
に
、
帰
国
の

寄
港
地
か
ら
出
さ
れ
た
書
簡（
ラ
ブ
レ
タ
ー
）

も
今
回
は
収
録
さ
れ
ま
し
た
。
遠
藤
文
学
の

出
発
点
が
窺
え
る
情
感
溢
れ
る
書
で
す
。

◆B
lu-ra

y&
D

V
D

　
﹁
沈
黙
―
サ
イ
レ
ン
ス
―
﹂

８
月
２
日
発
売
（
同
日
レ
ン
タ
ル
開
始
）

定
価
７
８
０
０
円
＋
税

　

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
に
よ
る

映
画
「
沈
黙
―
サ
イ
レ
ン
ス
―
」
の
、
ブ
ル

レ
イ
＆
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
つ
い
に
発
売
と
な
り
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
60
ペ
ー

ジ
の
特
製
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
＆
５
時
間
に
お
よ

ぶ
特
典
映
像
を
収
録
し
た
豪
華
仕
様
で
す
。

◆
﹁
殺
陣
ク
ラ
ブ
﹂
第
10
回
公
演

　

遠
藤
周
作
先
生
の
元
劇
団
樹
座
の
仲
間
た

ち
が
作
っ
た
「
殺
陣
ク
ラ
ブ
」
が
、
２
年
に

一
度
の
公
演
を
重
ね
て
第
10
回
目
を
迎
え
ま

す
。
周
作
ク
ラ
ブ
・
宮
辺
尚
幹
事
が
主
催
す

る
、歌
あ
り
踊
り
あ
り
の
痛
快
チ
ャ
ン
バ
ラ
・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。
今
回
は
題
し
て
「
大

染
川
の
決
闘
」。
ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な
く
。

日　

時　

７
月
29
日
（
土
）　

18
時
開
演

　
　
　
　

７
月
30
日
（
日
）　

13
時
開
演

会　

場　

東
京
・
日
本
橋
劇
場

料　

金　

２
８
０
０
円
（
前
売
り
）

申
込
先　

�

住
所
・
氏
名
お
よ
び
何
日
の
公
演

を
何
枚
希
望
か
明
記
し
て
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
宮
辺
尚
宛
て
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。（
ア
ド
レ
ス
を
ご
存

知
の
方
は
メ
ー
ル
で
も
可
）。

　
　
　
　

 

０
３-

３
３
２
８-

７
０
９
８

◆ 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
講
座

◎
演
題
「
お
江
戸
八
百
八
町
物
語
」

講　

師　
　

高
橋
千
劔
破

日　

時　

７
月
17
日
（
月
）、９
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
11
時
～
12
時
半

会　

場　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
・

　
　
　
　

�

横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
教
室 

（
横
浜

市
西
区
み
な
と
み
ら
い
２-

２-

１�

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
プ
ラ
ザ
５
階
）

問
合
せ
／
申
込
み
先

　
　
　
　

 

０
４
５-

２
２
４-

１
１
１
０

◆﹁
風
﹂
一
〇
二
号

　
︿﹃
沈
黙
﹄
小
説
と
映
画
特
集
号
﹀

　
︵
２
０
１
７
年
５
月
発
行
︶
の
お
知
ら
せ

　

井
上
神
父
の
『
沈
黙
』
を
め
ぐ
る
ア
ー
カ

イ
ブ
ス
／
対
談
・
映
画
「
沈
黙
」
と
原
作
を

め
ぐ
っ
て
…
若
松
英
輔
×
山
根
道
公
／
座

談
会
・
井
上
洋
治
と
遠
藤
周
作
―
『
沈
黙
』

原
作
と
映
画
を
め
ぐ
っ
て
…
山
根
道
公
・

平
田
栄
一
・
若
松
間
英
輔
・
山
本
芳
久
／
二

つ
の
映
画
「
沈
黙
」
と
「
サ
イ
レ
ン
ス
」―�

「
死
ん
だ
男
の
残
し
た
も
の
は
？
」…
兼
子

盾
夫
／
キ
ア
ラ
神
父
の
足
跡
―
切
支
丹
屋

敷
巡
礼
…
服
部　

剛
／
遠
藤
周
作
・
長
崎
・

キ
リ
ス
ト
教
文
学
…
山
根
道
公
／
遠
藤
周

作
『
沈
黙
』
に
お
け
る
婚
姻
神
秘
思
想
…

山
根
息
吹
、
他
。

定　

価　

１
０
０
０
円

申　

込　

風
編
集
室
ま
で

　
　
　
　

 

０
８
６-

２
２
７-

５
６
６
５

◆ 

若
松
英
輔
・
山
根
道
公
の
連
続
対
談
の
お

知
ら
せ

▽
第
４
回　

７
月
10
日
（
月
）

『
深
い
河
』
か
ら
フ
ラ
ン
ク
ル
へ
―
人
生

の
次
元
を
生
き
る

時　

間　

19
時
～
20
時
半

場　

所　

四
ツ
谷
・
幼
き
イ
エ
ス
会

　
　
　
　

 

０
３-

３
２
６
１-

０
８
２
５

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
学
生
半
額
）

申
込
不
要
・
問
合
せ　

風
編
集
室

■
訃
報
■　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
発
足
時
に
力

を
尽
く
さ
れ
、
そ
の
後
、
会
報
５
号
ま
で
編

集
人
を
勤
め
た
小
松
捷
利
さ
ん
が
今
年
１
月

20
日
、
78
歳
で
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

感
謝
の
思
い
と
と
も
に
、
安
ら
か
な
ご
帰
天

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

編
集
後
記

▼
５
月
21
日
、
軽
井
沢
高
原
の
新
緑
の
旅
で
、
キ

ビ
タ
キ
や
ク
ロ
ツ
グ
ミ
、
そ
れ
に
ウ
グ
イ
ス
が
時

折
囀
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
野
外
に
椅
子
を
並
べ

て
、
木
漏
れ
日
の
中
で
講
演
。
講
師
は
私
す
な
わ

ち
高
橋
千
劔
破
。
演
題
は「
ペ
ト
ロ
岐
部
に
つ
い
て
」

で
す
。

▼
本
来
は
加
賀
乙
彦
会
長
が
、
御
自
身
の
新
著
で

あ
る
『
殉
教
者
』（
ペ
ト
ロ
岐
部
の
生
涯
を
記
し
た

小
説
）
に
つ
い
て
、
お
話
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

急
遽
軽
井
沢
に
来
ら
れ
な
く
な
り
、
高
橋
の
ピ
ン

チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
い
う
こ
と
で
、
せ
っ
か
く
期
待
し
て

軽
井
沢
ま
で
来
ら
れ
た
方
々
に
と
っ
て
は
残
念
で

し
た
。
私
も
加
賀
会
長
の
お
話
が
聞
き
た
か
っ
た

･････

。

▼「
原
稿
発
掘
」
の
「
白
桃
」
は
、
遠
藤
周
作
先

生
が
ミ
ス
テ
リ
ー
を
楽
し
ん
で
書
か
れ
た
と
感
じ

ら
れ
る
も
の
で
、
不
気
味
で
不
思
議
な
味
が
楽
し

め
ま
す
ね
。

▼「
周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
」
の
レ
ポ
ー
ト
、
興
味
深

く
拝
読
し
ま
し
た
。「
キ
チ
ジ
ロ
ー
を
探
し
て
五
島

へ
」、
長
崎
な
ら
で
は
の
企
画
で
、
う
ら
や
ま
し
い

限
り
で
す
。
行
き
た
い
が
遠
い･･･

。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
67
号

�

２
０
１
７
年
６
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

田
村
百
合
子

■
こ
の
号
の
編
集
者

岡
田
厚
美
、
一
田
佳
希
、
大
原
雄
、

近
藤
恭
弘
、
高
木
香
織
、
南
紀
洋
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

	

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
２
１-

１
５
２
１

●
次
回
の
会
報
発
行
は
８
月
の
予
定
で
す
。

✤
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
の
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
お
申
込
み
は
、
下
段
の
「
周
作

ク
ラ
ブ
」発
行
所
ま
で
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
お
願
い
し
ま
す
。


